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一 

 



 

平
成
三
年
三
月
八
日
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
第
六
期
住
宅
建
設
五
ケ
年
計
画
は
、
政
府
の｢

生
活
大
国｣

の
具
体
的

施
策
と
し
て
又
現
在
低
迷
し
て
い
る
景
気
に
対
す
る
回
復
策
の
一
つ
と
し
て
も
重
要
な
位
置
づ
け
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

一 

本
計
画
は
、
住
宅
建
設
の
基
本
目
標
の
一
つ
と
し
て
居
住
水
準
目
標
を
定
め
て
い
る
。
平
成
七
年
に
は
、
一

戸
当
た
り
の
平
均
床
面
積
を
九
五
平
米
に
、
平
成
一
二
年
に
は
、
全
国
の
半
数
の
世
帯
を
誘
導
居
住
水
準
ま
で

引
き
上
げ
、
良
好
な
住
環
境
の
形
成
に
努
め
る
と
あ
る
。 

そ
こ
で
以
下
政
府
の
住
宅
政
策
及
び
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
に
対
す
る
指
導
監
督
の
あ
り
方
に
つ
い
て
質
問
を

い
た
し
ま
す
。 

｢
第
六
期
住
宅
建
設
五
ケ
年
計
画｣

及
び｢

住
宅
・
都
市
整
備
公
団
の
使
命
と
姿
勢｣

に
関
す
る
質
問 

主
意
書 

 

三 

 



 

四 

総
合
設
計
に
よ
る
容
積
率
の
割
増
制
度
は
、
土
地
の
高
度
利
用
の
点
か
ら
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
都
市
計 

 

画
、
景
観
、
環
境
面
等
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

三 

住
宅
・
都
市
整
備
公
団
が
、
第
六
期
計
画
策
定
以
後
に
建
設
し
た
住
宅
に
つ
い
て
、
そ
の
居
住
水
準
の
状
況

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
誘
導
居
住
水
準
を
下
回
る
住
宅
の
状
況
と
そ
の
建
設
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。 

二 

公
的
資
金
に
よ
る
住
宅
建
設
に
つ
い
て
一
と
同
様
の
点
に
つ
い
て
、
ど
の
様
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
か
、
そ

の
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

当
制
度
の
趣
旨
は
、
三
大
都
市
圏
の
既
成
市
街
地
に
お
い
て
、
民
間
の
建
築
活
動
を
計
画
的
に
誘
導
す
る
も

の
で
あ
る
と
解
す
る
が
、
都
市
圏
外
や
地
方
都
市
へ
の
適
用
に
つ
い
て
は
慎
重
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を 

本
計
画
策
定
以
後
の
民
間
に
お
け
る
新
規
建
設
又
は
、
建
替
え
に
つ
い
て
、
ど
の
様
な
指
導
を
行
っ
て
い
る

か
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

五 

総
合
設
計
は
、
周
辺
住
民
に
と
っ
て
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
合
意
形
成
に
は
充
分
配
慮
が
な
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
東
京
都
の
よ
う
な
公
聴
会
制
度
を
導
入
し
て
い
な
い
地
域
で
は
、
そ
の
制
度

化
の
指
導
が
必
要
と
考
え
る
が
建
設
省
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

六 

平
成
三
年
一
月
二
五
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
総
合
土
地
政
策
推
進
要
綱
で
は
、
土
地
利
用
計
画
の
整
備
充
実

の
具
体
的
方
針
と
し
て
、
良
好
な
都
市
環
境
の
形
成
、
保
全
、
土
地
利
用
計
画
の
詳
細
性
の
確
保
の
た
め
、
地

区
計
画
制
度
等
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
し
て
い
る
。
一
方
、
平
成
三
年
一
一
月
の
総
務
庁
に
よ
る
、
行
政
監

察
後
の
勧
告
書
に
も
、
地
区
計
画
の
積
極
的
利
用
に
つ
い
て
啓
蒙
に
努
力
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
勧

告
は
そ
の
後
、
建
設
省
の
施
策
の
中
で
ど
の
よ
う
に
具
体
化
さ
れ
て
い
る
か
。 

七 

地
区
計
画
は
、
地
域
住
民
の
合
意
に
よ
る
都
市
計
画
と
し
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
に
お
い

て
当
該
地
域
住
民
の
合
意
を
得
る
こ
と
な
し
に
総
合
設
計
制
度
を
適
用
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
ど
う 

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

 



 

九 

高
層
住
宅
の
問
題
点
に
つ
い
て
欧
米
に
お
い
て
は
早
く
か
ら
、
精
神
的
影
響
が
研
究
さ
れ
、
公
的
住
宅
に
お

け
る
規
制
が
な
さ
れ
て
い
る
国
も
多
い
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
一
〇
月
の
公
衆
衛
生
学
会
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た

こ
と
が
報
じ
ら
れ
、
早
急
に
そ
の
研
究
と
住
宅
政
策
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
関
す
る
研

究
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
い
な
い
と
す
れ
ば
今
後
し
か
る
べ
き
機
関
に
お
い
て
研
究
す
る
考
え
は
あ
る
か
。 

八 

住
宅
・
都
市
整
備
公
団
が
総
合
設
計
制
度
を
採
用
し
た
事
例
の
報
告
と
採
用
に
当
た
っ
て
の
理
由
を
そ
れ
ぞ

れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

十
一 

住
宅
・
都
市
整
備
公
団
の
開
発
計
画
に
か
ら
み
、
各
地
で
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。
最
近
で
は
、
七
月
の 

十 

超
高
層
住
宅
の
建
設
に
お
い
て
は
外
的
な
景
観
上
の
ス
ト
レ
ス
や
、
風
害
を
含
め
た
物
理
的
影
響
も
無
視
で

き
な
い
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
物
理
的
影
響
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
の
事
前
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

か
。 

六 

 



 

十
三 

住
宅
・
都
市
整
備
公
団
の
会
計
処
理
は
、
昭
和
五
六
年
に
公
布
さ
れ
た
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
で

明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
国
民
に
不
明
瞭
で
あ
っ
た
り
、
疑
惑
を
招
く
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
は
当

然
で
あ
る
。
公
団
の
所
有
し
て
い
た
桶
川
駅
前
用
地
を
県
立
文
学
館
と
市
民
ホ
ー
ル
用
地
と
し
て
、
県
に
は
昨

年
三
月
、
市
に
は
今
年
三
月
に
譲
渡
し
て
い
る
が
、
そ
の
価
格
差
は
平
米
当
た
り
二
九
万
八
千
円
で
あ
る
。 

十
二 

建
設
省
及
び
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
等
が
、
地
域
で
開
発
を
行
う
場
合
、
当
該
地
域
の
指
導
要
綱
を
尊
重

し
、
勧
告
に
は
従
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

桶
川
団
地
に
お
い
て
は
、
県
の
中
高
層
建
築
物
の
建
築
に
か
か
る
指
導
要
綱
に
基
づ
い
た
日
照
調
停
の
申
請

が
出
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
は
、
こ
れ
に
応
ず
る
意
志
が
な
い
と
の
回
答
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
県
建
築
審
査
会
に
お
い
て
「
公
団
の
努
力
が
欠
如
し
て
い
る
」
と
指
摘
を
さ
れ
た
。

こ
の
二
件
に
つ
い
て
、
建
設
省
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

新
座
団
地
増
築
の
差
し
止
め
申
請
、
先
月
の
「
仮
称
桶
川
駅
前
団
地
」
行
政
不
服
審
査
請
求
が
あ
る
。 

七 

 



 

 

八 

企
業
会
計
原
則
に
準
拠
し
た
会
計
処
理
で
予
算
は
現
金
主
義
、
費
用
は
発
生
主
義
を
用
い
る
と
の
こ
と
だ 

が
、
総
額
主
義
の
原
則
に
基
づ
き
、
差
額
の
処
理
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
勘
定
科
目
と
金
額
で
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


